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ク ス ピ ア の 複 合 造 語
英米文学教室  岡 村
日本における「学習基本単語1」 (高校程度約5500語)のなかに,シェイクスピアの複合造語は2個
含まれている (Bedroom(MND2.2.5),Sch001bOy(LLL 5。2.403))。同じく「学習基本単語J(大
学教養程度約4000語)のなかには,次の6個が含まれている一Birthplace(COR4.4.23),Cold―b10oded
(JN 3.1.123),Fairyland(MND 2.1,60),Farm―house(WIV 2.3.91),Homespun(MND 3.1.79),
Welifead(SHR l.2.170)2。
このようなかたちで,シェイクスピアの複合造語は英語圏で今日も使われているばかりでなく,
日本の英語教育のなかにも生き残っている。
これらの複合造語は,ある特質を示していると思われる。複合造語の機能からみると,例えば,
1)名詞十名詞,2)副詞等+過去分詞,3)形容詞等十名詞十 edの二つに分類できる。第1のパターン
の造語は,上のBedroom,Schoolboy,Birthplace,Fairyland,Farmhouse,第2のそれはHomespun,
Well―readで,第3のそれはCold‐bloodedである。またこれら8語の造語のうち,1599年までに作
成されたものは6個,後の2個は160007年の,シェイクスピアの悲劇期に作られたものである。こ
ういう特質については,後に詳しく考察することになろう。
まず,複合造語について定義をする必要があるだろう。
「複合(Composition)とは,独立の語を2個,またはそれ以上結合し,それが新たなる1語の機能
を発揮することを言う。こうしてできた語を複合語(CompOund)という3」。ここでいう複合造語とは,
シェイクスピアが新たに作った複合語ということである。
シェイクスピアは2132個の新語を作つている4。その中で複合造語は435個である。シェイクスピア
の複合造語の,それぞれの作品及び時期にしめる数は次の通りである。
表1 シェクスピアの複合造語
イシ
明俊
第1期
作品名 各作品の総行数
造語数
(A)
複合造語
数(B)
Aに対する
Bの比率l°/ol
2H6 9 23 68
3H6 2
lH6 25 00
VEN 25 00
第3期
作品名 各作品
の
総行数
造語数
(A)
複合造語
数(B)
Aに対する
Bの比率l°/ol
HAM
ⅥたIV 2733 25,71
PHT 3 0 00 00
TRO 3241 8
R3 30 43
ERR 8 22.22
TIT 2500 3 7.14
SHR 23 26
LUC 7
TGV
LLL 2667
ROM 2999
計
23 83
(平均)
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第2期
作品名
各作品の
総行数
造語数
(A)
複合造語
数(B)
Aに対する
Bの比率l°/ol
R2 2699 8
MND 2132 32 86
JN
MV 2589 35 29
LC
lH4
2H4 30.88
ADO 3
H5
PP 5 1
」C 2
AYL 6
TN 4
SON
計
23.76
(平均)
第4期
作品名
各作品の
総行数
造語数
(A)
複合造語
数(B)
Aに対する
Bの比率l°/ol
PER 4
CYM 3292
VヽT 6
TMP 30 43
H8 3 18 75
計
24 54
(平均)
勇海絨 Z斃翻勲 Ⅲ
における創作年代に準拠し,それを便宜上4つの時期
に分けている。
シェクスピアの作品名の省略は,Schaferのそれに準
拠する。
af鞘許靴f?勒融豚銃漑屍判う  |
働駒ルル M%えS-0立ダηα′ 9うグカタg 巳説″ο″ (Ox‐
fordi Clarendon Press,1986)|こよる。
Ⅲ
総行数は,第2期と第3期がほぼ同じであるが,第3期の造語数は第2期のそれよりも多い。し
かし,複合造語数は少なく,また造語に対する複合造語数の比率においても低い。第 1期において
L複合造語の比率L第2期のそれと同程度哺 ヤ
ち ぎゝりでLどの時期よりも高峨 作品数  |第4期は,造語数に対する複合造語の比率に関する
が少なく,総行数も少ないので,他の時期と単純に比較はできない。このため, 1行にしめる各時
期の造語及び複合造語の比率という観点から,表1を補完する必要があろう。
AWW 2860 7
MM 2702 8 15 09
OTH
LR 2942
MAC
ANT 7
COR 6
TIN 3
計
14 21
(平均 )
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時 期 第 1期 第 2期 第 3期 第 4期
1行にしめる
各時期の造語
の
'ヒ
率(%)
1行にしめる
各時期の複合
造語 の比率
(%)
0.46 0,46
表2から言えるが,第4期においては, 1行にしめる造語の比率が低いわりには (第3期の約半
分),1行にしめる複合造語の比率は高い。表1の造語数に対する複合造語の比率をみると,そのこ
とが一層明確になるだろう。
表 1と表2から言えるが, 1行にしめる造語の比率では,第3期が最も高い。したがって,第3
期では,造語数及びそれらが1行にしめる比率は,他の時期と比べてみると,きわだって高いと言
える。しかしこの時期の複合造語について言えば, 1行にしめる複合造語の比率が低いばかりでな
く,造語数に対する複合造語の比率も,第1期及び第2期とくらべてみると,きわめて低い。
したがって,シェイクスピアの造語及び複合造語において, 1行にしめる造語の比率が高ければ
高いほど5,造語数に対する複合造語の比率は低 くなっている(この逆もいえる),ということが言え
よう。
この理由を明らかにしなければならないが,それにはまず,複合語の構成要素を本来それが独立
語として持っていたときの機能から分類し,その分類についての考察から解決の糸口を見つけるこ
とになるだろう。
分類の際には,上野景福氏の『語形成』における「複合」にかんする分類の基準をもとにして,
そこにシェイクスピアの複合語をあてはめて,いくらかの補正をしたい。
表3(116頁)を参照。
この表から言えるが,最も数が多いのが複合形容詞,それとほばあい並んで複合名詞,第3位が
複合動詞である。ということは,特定の品詞に片寄っていることになるが,それを細分化すれば,
特定の造語パターンに片寄っていることが明らかとなる。11複合名詞 (名詞十名詞)は89個,33
2複合形容詞 (A十過去分詞)は75個,34複合形容詞 (形容詞十名詞十 ed)は57個,41複合動詞
(副詞十動詞)は37個,3-31複合形容詞 (A十過去分詞)は19個である。これらの片寄りを系統的
に解釈できないかと考えて,次の表を提示したい。
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表4 主要なパターンによる各時期における複合造語数
順序 区 分 第 1期 第 2期 第3期 第 4期 合 計
1 11複合名詞  名詞十名詞
3-32複合形容詞 A十過去分詞 5
3-4複合形容詞 形容詞等十名詞十 ed 1
41複合動詞  副詞十動詞 9 7
331複合形容詞 A十現在分詞 3 1
計 277
各時期の複合造語数に対する,対応する5つ
の主要パターンの造語の比率(%)
69.5765.5454 5560.0063.53
(平均)
上の25の分類のうち, 5分類に該当する複合語は277個,即ち全体の複合造語のうち63.53%をし
めていることになる。ということは,シェイクスピアは多くの複合造語を作ったが,特定のパター
ンの複合造語を集中的に作つていることになる。
表4から言えるが,五つのパターンによる造語の比率は,第1期が最も高く,その次が第2期と
なり,第3期になると落ち込んでいるが,それが第4期になると,第2期と第3期の比率のほぼ中
間に位置するくらいまで回復している6。
表4と表 1を対比しながら考えてみると,第1期及び第2期に複合造語が多く,第3期に少ない
理由は,第1期及び第2期には,五つのパターンによる複合造語が多いが,第3期にはこれらのパ
ターンによる造語数の比率が下がっていることと関連があると理解されよう。
第3期を第 1期及び第2期と比べると,造語数に対する複合造語の比率は,約10%下がつている
が,それとほぼ同じ
'ヒ
率で,五つのパターンによる造語の比率も下がっていることになる。
これらの結果から,シェイクスピアにとって造語数に対する複合造語の比率が低くなることは,
五つのパターンによる造語の比率が低 くなっていることを意味する。
では,第1期と第2期では,なぜこれら五つのパターンの複合造語の比率が高いのか,それと比
較して同程度の比率で第3期では低くなっているのか,しかもその比率が低 くなることは何を意味
するのか。これからは主にこの疑問を中心に議論を展開することになる。
まず,第1期及び第2期における五つのパターンの,現在でも比較的使われている造語を (用例
の重複を可能な場合は避けて),多さの順序に従って列挙すれば,次の表となる。
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つのパ
11 名詞十名詞
」udgement―day
Fortune―te■er
Marriage―bed
Prayer―book
Horn―book
Loggerhead
Candle―holder
Lady―bird
Worm―hole
Night owl
Schoolday
Puppy―dog
Alarm―ben
Fashion―monger
Cllimney―top
2
104
248
67
109
372
115
160
27 VAR
129
40
45
13
90
lH6  2  2.
R3  3. 1.
SHR l.2
LLL l. 2.
R2  5. 3.
MND5 1.
」N 5.2.
JN  5.2.
MV 2.1.
MV 3.
lH4  5. 1.
2H4  1. 3
H5 3. .
PP  7
AYL l.3.
Over―ve■,v
Outgrow v.
Out―talk,v
Outswear.v.
Outpray,v
Outsleep,v.
Outlook,v.
Outscold,v
Outstare,v.
Underprlze,v
Outdare,v.
Outweigh,v.
Overhang,v
Outburn,V.
Outttay,v.
lI16  1  1.  29
ERR 5. 1. 239
ERR 2. 1. 27
R3   3 7  47 0EDDOC
LLL 5。 1. 49
LLL 4. 3 204
ROW1 1.4. 38
ROW1 1, 3.  3
LUC 946
R2   3  3. 183
MND3.2 202
JN  2 1.460
2114  3. 1.  17
AD0 5,1.94
Jc  l l. 44
lH6  1. 4. 102
lH6  2  4,  27
SHR 5,2.118
SHR l.2.170
TGV 2.7.43
LLL 2. 1. 54
LLL l. 2. 99
LLL 2. 1. 45
RO?1 4. 5  77
VEN l171
LUC 1443
JN  4.2.21
lH4  1  3. 107
lH4 1.3 135 VAR
2H4  1. 1,  26
Nimble―footed,a.    TGV 5 3,  7
Honey―tolagued,a.    LLL 5。2. 334
Low―spirited,a.      LLL l. 1. 250
Three―p■ed,a.¥l     LLL 5. 2. 407
Grey―coatead,a.      ROW1 1. 4. 64
Grey―eyed,a.        RO?1 2. 3.  1
Tempe並―tossed.a.    ROW1 3. 5, 138
Black―faced,a      VEN 773
Pale―faced,a,       VEN 569
Light heeled,a,     MND3.2.415
41 複合動詞  副詞十動詞
332複合形容詞 A十過去分詞
New―risen,ppl.a.
True―born,a.
New―built,ppl.a
We■(―)read,ppl,a
Well(―)reputed,ppl,a
Short―lived,a.
Well一educated,ppl a
Well(―)fitted,ppl a.
We■(―)rnarried,ppl.a
New―sprung,ppl.a.
Well―painted,ppl,a.
Well―noted,ppl.a,
Blood―乱ained,a
Downtrod,ppl.a.
Well―bred,ppl a
3-4 複合形容詞 形容詞等十名詞十一ed
331 複合形容詞 A十現在分詞
111-lodilag,a           lH6  4. 5   6
We■―deahng,ppl.a.   ERR l. 1.  7
High―reaching,a.     R3  4. 2. 31
Night―覇ralking,ppl a.  R3   1 1,  72
Well()beseeming,ppl.TIT 2.3  56 VAR
Heart―burnitlg,ppl,a   LLL l l. 280
We■―seemilag,ppl.a.   ROA/11. 1. 185
Night wandering,ppl a,LUC 307
Never一dying,a.        lH4  3. 2. 106
Well-labouring,ppl a.  2H4  1. 1  127
We■―seeing,ppl a,     SON 148
Swift―winged,a.
Blue―veined,a
Snail―paced,a
Logger―headed,a
Three―legged,a
lH6  2. 5   15
VEN 125    NS
R3  4.4. 53
SHR 4,1.128
SHR l.1.64
上の表の五つのパターンによる複合造語は,どれも作成が簡単で,初めての語ということもあっ
て理解が困難というのが造語の特質ではあるが,これらの複合造語の場合には容易に理解されると
いう特質を持っている。特に,第1期で五つのパターンによる複合造語の比率が最も高いのは,シ
ェイクスピアはこれらの使いやすい限られたパターンで複合造語を多く作り,いわば修行時代に造
語を作る練習をしたことになる。しかもこれらのパターンによる造語は語彙として定着し,後の多
くの人々に,作られたコンテキストに関係なく使われる新語を提供したという大きい意義も持つて
いる。
しかし,これらの特質,意義だけが複合造語のすべてを言い得ているわけではない。その理由を
明らかにしなければならないが,そのためには,複合造語が作られたコンテキストにおいて,複合
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造語作成の目的を考察する必要がある。五つのパターンで作成されたものと,それだけでは対応で   |
きないものが出てくるはずである。
まず,複合造語は言葉を節約するためにつくられている。例示してみよう。
As mountain snow meits with the midday sun.I VEN 750(1-1)
When thou hast stolen away from fairy land.H MND2.1.60(1-1)7
これらの例では, 2語は無理なく結合されており,その意味も比較的容易に理解される。それぞれ
の造語は,`nOw On the mountains'及び托he country tt fairieぎとでも書くべきものを,それぞれ
mountain snowとfairy landとなっているが,複合造語をつくることによって,アンダーラインを   |
付した前置詞や冠詞が節約されている。
同じ言葉の節約でも,大胆に節約する場合もある。次に例示してみよう。
Thomas the Earl of Surrey,and hirnself,
?笙uch about cock・shut tirlle,froni trOOp to troop
ヽヽrent through the army,cheering up the soldiers.IR3 5.3,70(3-3-2)
cock‐shutイまOED2によると` perh.the tilne when poultry go to rest and are shut up_.'である。
この造語は言い替えてみると,このように説明的になり,しかも長 くならざるをえない。
次の例は,言葉の節約のためであると同時に,他の語と呼応するために作られたものであり,い   I
わば二つの機能を併せ持っている。
The prince once set a dish of apple‐iOhn  before him,and told him
there were five more Sir」ohns.■2H42.4.5 (1-1)
OED2によると, apple‐johnイよ` so called because it is ripe about S.」ohn'S Day.'と言比明されてお
り,そのapple‐johnsのiohnsは,後に出てくるSir JOhnsと呼応関係にある。これは2重の意味で
表現の節約になっている。
ので3爾疑離写堅哲f甲雰統Z.猛ぽil杯」岳雷毛£品手1驚ぢ;整Iテ,な1農盈ヾJ浴 |
2H42.2.17)(1-1),long―legged(II MND 22.21)(3-4)。
こういう頭韻をもっている複合造語は,例えば,その前後を引用すると,
That an the tears that thy poor eyes let fan
Wttay run into that elnk,and ttoaking in
Drown the lamenting二ool in tta―豊altぃars.(I TIT 3.2.1720)(31)
となっている。ここでは[t][1][f][s]の頭韻がある。こういう音 と呼応して,頭韻をもった複合造語
sea‐saltが,韻律上から要求されているといえよう。
脚韻のためにも複合造語がつくられる。例をあげれば,
In thee thy summer,ere thou be distill'di
ヽヽrith beauty's treasure,ere it be seif‐kill'd.II SC)N6(3-3-2)
Of prison gates,
The foolish Fates.H MNDl.2.36(1-1)
等である。複合造語がなければ,これらの場合は脚韻をふむことはできないわけであり,そういう
意味で,これらは脚韻のために要求された新語である。
?
?
?
?
?
?
‐?
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次に,複合造語自体に意味があるばかりでなく,複合語を介して他の語と呼応するために作られ
るとヤゝうことがある。
Home‐keeping youth have ever homely wits.H TGV l.1.2(3-3-1)
I anl,my lord,as we‖derived as he,
As well possess'd.H MNDl.1.100(3‐32)
これらの複合造語 home―keepillg, well‐derivedは,造語自体に効果があるばかりでなく,他の語
homely,well possesぎdと呼応して,その対応する語を効果的に提示するために作られている。
他の語 と呼応していながら,造語自体にさらに独自性があるものがある。
I would have such a feno、v w ipped for o'erdoing
Termagant it Out‐herods Herod.HI HAM 3.2.16(4-3)
シェイクスピアの造語の中でも特に有名なこの造語は,副詞と固有名詞が結合されて作られた新 し
い動詞である。それは,その直後に置かれた固有名詞 HerOdと呼応している。新鮮さはもとより,
奇抜さと凝縮もある新語である。
これに類似している造語は,
He hath out・villained ?llainy.HIAWW 4,3.305(4-3)
であり,少し異なるが,緩やかな呼応がある例は,
[ヽy services which l have dOne the signiory
Sha■out・tongue his cOmplaints.Htt OTH l.2.19(4-3)
である。これらの造語は第3期及び五つのパターン以外のものとなっている。
強い感情を示すためにも複合造語が作られる。それらは愛情,侮蔑,滑稽感を表す。例示すると
次の通りである。
愛情を表す造語としては,
What,lambl what,Iady・bird  I ROW[1.3.3(1-1)
である。愛情はときとして軽蔑とないまぜになる。そういう例としては,
W【arry,sir,載le's the kitchen wench and all grease.IERR 3.2.92(1-1)
Out,you green‐sick ess carriont Out,you baggagel
You taliow・faceII ROM 3.5,158(1-1)
である。
複合造語でもっと複雑な効果を目指す場合,例えば,滑稽感を引き起こす複合造語がある。そう
いう例としては次のものがある。
O heavens,this is my true―begotten fatherl whO,being more than
sand‐blind,high grave卜blind,knows lne not,II A/11T2.2.38(3-1)
Away,you three・inch fo0111 SHR 4.1.27(3-5)
これらは第2期のものではあるが,五つのパターンからはみ出している。また五つのパターンで
はあるが,第1期及び第2期だけでは対応できず,第3期になることもある。例えば,Bully‐rock lIII
WIV l.3.2)(卜1),Counter‐caster tt OTH l.1.3)(11)等である。
複合語とは,独立した2語以上の結合から作られるものであるから,その特色の一つとして,同
一または類似した語または音の繰り返しによる複合造語の作成が可能である。しかし同一の語の繰
り返しによるシェイクスピアの複合造語はあまり単純すぎるという理由のためか,見当たらない。
それに代わって,少しの差異が見られる類似音による複合造語の例としては,第1期と第2期であ
岡村俊明 :シエイクスピアの複合造語
るが,五つのパターンではおさまりきらない。これらはsnip―snap(ILLL5.1.63)16),skimble―skamble(I
lH4 3.1,154)(金)である。3語による同様の例としては,第3期のfee‐faw‐fum(LR 3.4.188)値)が
ある。
一つの単語の母音だけに変化を与えている例としても,五つのパターンだけではおさまりきらず,
tu―whit,tu―who(I LLL 5.2.928)(全)となる。
次に,類語の繰り返しとして,子音に変化をつける複合造語があるが,これらも五つのパターン
からはみ出している。これらの例としては,hob‐nob(II TN 4.3.9)16),kickie‐wickielIII AWW 2.
31297)(色,tirra―lira⊂V WT4.3.9)(皇)がある。
これら類似した語の繰り返しは,鋏で切る音 snip―snap,ぶくろうの鳴き声 tu―whit,to‐who,ひ
ばりの鳴き声 tirra‐lirra等の擬声語であることが一つの特色である。
類似した語の繰り返しによる第2の特色は,音によっておかしみを示すことであろうが,これも
第3期,かつ五つのパターン以外のものである。
Hevヽears his honour in a box unseen,
That hugs his kicky‐wicky here at home.HIAWW 2.3.297(6)
この引用のように,wifeというべきところをkicky―wickyとして,音の面白さによっておかしみを
だしている。
その第3の特色は,母音一つだけ変えて,他は類音を繰り返し,そのことによって状態,性質を
示すことである。これは第2期ではあるが,五つのパターンのそれによる造語ではない。
And such a deal of skimble‐skamble stuff
As puts me from my faith.H lH43.1.154(6)
上の引用のskimble―skambleは,clitter―clatterやtittle―tattleと同様に,「混乱している」(confused)
状態を示している。
これまで考えてきたように,複合造語作成の多くの目的は,第1期及び第2期,そして五つのパ
ターンで対応できる。そしてこれらのなかには個性的な造語もあるにはある。しかしこれらの目的
のより広い考察や独自な効果を持った造語ということになると,どうしても五つのパターン以外の
ものにもおよび,時期も第3期になっている。
このことをより明らかにするために,第3期に絞って,まず,次の1組の造語を引用しよう。
...if the assassination
Could trammel up the consequence,and catch
With his surcease success,that but this blow
h/1ight be the be‐a‖ and the end・alトーhere,
But here,upon this bank and shoal of tirne,
Weld iump the■fe to come.MAC l.7.5(2-3-1)
ここにシェイクスピアの複合造語be_an,end_allが2つある。これらは単音節の簡単なアングロ・サ
クソン語系の語を2つ結びあわせて,効果的で,凝縮された造語となっている。これらは他の語で
は置き換えがきかない個性的な造語である。本稿の冒頭に引用したSchoolboyのように,直接私た
ちに役にたつ具象語でなくとも,これらは使われたこの箇所で効果的で多くの人々に強い印象を与
えるばかりでなく,Dickensなどの作家にも引用され,今日でも気のきいた人たちの使うところとな
っている。こういう造語こそきわめてシェイクスピア的造語となるが,これが五つのパターン以外
のものとなり,かつ第3期に生まれたものである。
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第3期になると,他の類義語 (旬)で置き換えては,文そのものが死んでしまう個性的な造語と
なるが,それは二つの点において個性的であることを示している。即ち,五つのパターンの造語法
による複合造語も勿論多いが,これらも個性的となり,かつそれとあいまって,それまで集中して
いた造語パターンが多様化,拡散化へと向かい,それらの造語も造語法もより個性的となる,とで
もいえるのではなかろうか。
第3期の代表作の一つであるKケ箔 Lttγを取り上げて,このことをより具体的に考察してみよう。
この作品には複合造語は11個あり,五つのパターンに属するものは次のの五つである。
Glass eye(4.6.174)(1-1),Thunder_bearer(2.4.230)(1-1),Heart_struck(3.1,7)(3-3-2),
Milk‐livered(5.2.50)(34),Tender_minded(5.3.31)(3-4),Out‐frOwn(5.3.6)(41)である。他
のパターンに属するものは,Dragon's tail(1.2.140)(12),A‐height(4.6.58)(51,Squire‐like(2.
4.217)値),Fee‐faw―fam(3.4.188)16)及びHardock(4.4.4)(7)である。
最初は,五つのパターンのなかから二つ取り出して考えてみよう。一つは,
For thee,oppressed king,am l cast down,
Myself could else outttrOWn tthe Ⅲrtune's frown.(5。3.6)
で,ここには頭韻が4回繰り返されているが,その一つとして複合造語 out‐frownも組み込まれて
いる。また造語を通じて強勢のおかれた2個のfrownが呼応関係にあり,他のfrownよりこの造語
のほうが意味上優位に立っている(「にらみかえす」)。 この造語によつて,話手Cordeliaの,運命
女神の脅威に対する侮蔑感が,きわめて強く,個性的に表現されているといえよう。
他は,
Aみ.It will come,
Humanity must perforce prey on itself,
Like monsters of the deep.
Gθ%,                   Milkoliver'd manI
That bear'st a cheek for blo、vs,a head for wrongs,(4.2.50)(3-4)
である。Albany公夫妻の激しい口論のなかに,複合造語が使われていることは注目に値する。夫は,
父王Lcarにたいする妻の獣にも劣る行為を責めるが,それに対してGonerilは,激しくやり返す。
その時の,夫に対する彼女の最初の言葉が複合造語 Milk‐liver'dである。milkとは,ν力bι肋にも
あるように,本来,やさしく,豊かな人間性(`the milk Of human kindnesぎ,1.5.18)を意味していた
が,ここでは「乳白色の肝臓をもった」即ち,臆病者の意味で使われている。視覚的,反語的効果
のある造語が,夫への呼びかけとして強調されているが,これは主要パターンによる造語ではある
が,個性的であり,効果的であろう。
五つのパターン以外からの用例についても考えてみよう。
そのうちの一つdragon's tailを取り上げてみると,表3(1-2)からいえるが,シェイクスピアの複
合造語のなかで,属格語尾―'sをもつものは全体で10個あり,Dragon's tailはそのうちの1個である。
これは,「月または惑星の降交点」の意で使われていた造語である。
作りかたそのものも個性的であるが,そのコンテキストにおいて考えても,個性的であることが
わかる。
A/1y father compounded with my mother under the dragon's tail,
and my nativity was under ursa major,so that it follows that
l am rough and lecherous.(1.2.140)
岡村俊明 :シェイクスピアの複合造語
全体が卑猥な文のなかに置かれたdragon's tailは,dragonが`a wanton'の意を持ち,tailは`the
female pudent'8の意を持っている。シェイクスピアはdragon's tailの複合造語を作ることによって,
天文学的なことを意図しながらも,その裏の意味で,同時に,卑猥なことも掛けている, といえよ
う。個性的な造語の一つであるゆえんである。
次に,A―height値)(前置詞十名詞)とSquire―like(5)が含まれる複合副詞は全体で8個しかな
いが,この作品では2個ある。類似の音を3度繰り返した重複 Fee‐faw―fum(6)は,シェイクスピ
アの複合造語のなかでは見当たらない貴重なものである。混成(7)の一つのHardockは,創作時か
ら問題となっている語の一つであり,これには異文がある。この作のFirst QuartO版では`hor‐docks',
First Follo版では`hardOkes'とあつたが,Third Folio版でhardockとなったものである。現在で
も依然としてはっきりしない語である。即ち,これはHoar及びDockから,oが欠落してHardock
(burdock一ゴボウの意)が作られたと考えられる9。 これはカバン語 (混成)の変種とでもいうべ
きであろうか。
このように,この作品では,複合造語のパターンは拡散化し,かつ造語自体も個性化しているこ
とが理解されよう。
シェイクスピアにとって複合造語は,第1期及び第2期においては,いわば造語を作る練習にも
似て,五つのパターンを十三分に使った。それらは作成が比較的簡単で,かつ語彙として定着する
新語を提供したという意義も持っていた。そしてそれらのいくらかは,わが国の「学習基本単語」
をはじめとして,現代においても使われている。
しかし,シェイクスピアカミ個′陛的な造語を作るということは,造語を多く作りながらも,それに
反
'ヒ
例して複合造語の比率を低くすることを意味し,それは複合造語を作り出す五つのパターンに
依拠しつつもその比率を低 くし,拡散化,多様化の方向へ向かうことを意味した。
造語も造語法もともに個性的となってはじめて,シェイクスピアは第3期において文体的に成熟
した作家になったといえよう。
?
表3 シェイクスピアの複合造語の分類
1 複合名詞 99個
11 名詞十名詞 89個
Court‐hand
Hobnail
Judgement‐day
Bass‐vlol
Calf‐skin
Fortune―t ner
Kitchen―wench
WIarriage‐bed
Day‐bed
Prayer―book
Bow‐hand
Charge‐house
Cuckoo‐bud
Eye‐beam
Dey‐woman
2H6  4. 2.100
2116  4.10. 63
1■6  1. 1. 29
ERR 4 3.23
ERR 4.3.18
ERR 5.1.239
ERR 3.2.96
ERR 2.1.27
R3   3. 7. 72
R3  3.7. 47
LLL 4. 1.135
LLL 5, 1. 87
LLL 5. 2.906
LLL 4. 3. 28
LLL l. 2.136
OEDDOC
+, Var
OEDDOC
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Horn‐book
Lady‐smock
Loggerhead
Schoolboy
Candle‐holder
Court‐cupboard
Flirt‐gill
Elf‐lock
Lady‐bird
Rat―catcher
Tallow‐face
?lountain sno、v
WVorHl―hole
Night‐owl
Water―drop
Bedroom
Church‐way
Eye‐ball
Fairyland
Moonbeam
Prison‐gate
Schoolday
Sea‐rnald
Ox‐head
Puppy‐dog
Land‐rat
Banad_mOnger
Fern‐seed
Newsmonger
Pupil age
Ta1low catch
Thumb―ring
Alarnl‐be■
Apple―John
Nigllt‐fly
Silk stocking
Watch‐case
Candle‐waster
Fashion‐I onger
Hare‐finder
Chilnney‐top
Foster‐nurse
Bumbailiff
Water‐fly
Bully‐rock
Eye‐wink
Faral―house
Hodge‐pudding
Love■tter
Twin‐brother
Copper_nOse
Arch―?llain
Garden‐house
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LLL 5. 1. 49
LLL 5. 2.905
LLL 4. 3.204
LLL 5。 2.403
ROA/11.4.38
ROW1 1.5。8
ROA/12.4.162
ROA/11.4.90
RO?1 1.3.3
ROW1 3. 1. 78
RO?1 3.5,158
VEN 750
LUC 946
R2  3.3.183
R2  4.1.262
MND2.2.51
A/1ND 5.1,389
MND3.2.369
?IND 2 1,60
?IND 3.1.176
VIND l.2 36
A/1ND 3.2.202
?IND 2.1154
」N 2.1.292
JN  2.1,460
A/1v  l. 3. 24
lI14  3  1.130
lH4  2. 1. 96
lH4  3. 2. 25
lI14  2. 4.106
lH4  2. 4.252
lI14  2. 4.365
2H4  3. 1. 17
2H4  2. 4.  5
2H4  3. 1. 11
2114  2. 2. 17
2114  3. 1. 17
AD0 5.1.18
AD0 5.1.94
AD0 1.1,186
Jc  l. 1. 44
AYL 2.2.40
TN  3. 4.194
HAW15.2.84
wlv l.3.2
wIV 2. 2, 72
wvIV 2. 3. 91
WIV 5. 5 159
wIV 2.1.1
wI「ヽ 2. 1. 74
TR0 1.2.115
A/1V1 5. 1. 57
WIM 5. 1.212
VAR,
PA.,Greene Disput,,etc.17
PA,Ben」O sOn
PA.,A/1arston Sco.Vinanie
118
Counter_caster
Clyster‐pipe
Joint‐ring
Glass eye
Thunder‐bearer
Hedge‐plg
Sunliner‐cloud
Water‐ug
Sea‐wing
Birthplace
King―klller
Herb‐woman
llitle‐page
Chimney―piece
Eye‐glass,n
Footfall
Grass‐plat
Pig‐nut
Watch‐dog
BrooHistaff
Springhalt
OTH l.1.31
0TH 2.1.178
0TH 4.3.73
LR  4. 6.174
LR  2.4.230
MAC 4.1.2
MAC 3.4.111
MAC 3.1.93
ANT 3.10, 20
COR 4.4,23
TIW1 4.3382
PER 4.6.92
PER 2, 3.4
CYW1 2.4.81
WT  l. 2.268
TMP 2.2.12
TMP 4.1.73
TMP 2.2.172
TMP l.2.383
H8   5. 4. 57
H8   1. 3. 13
2H6  4. 2. 26
R3  2.1,1
LLL 5. 2.616
LLL 2. 1.137
A/1V  l. 2. 55
VIV l. 1.112
lH4  5. 4. 76
LR  l.2.140
ANT 3. 2. 48
COR 2.1.59
lH6  1. 3. 47
2116  1, 3.143
ERR 3.2.131
R3  1. 1.95
TGV 5,2,12
LLL 5。 2.620
A/1ND l.1 97
h/1V  4, 1.445
1114  2. 4.392
|ヽ「IV l. 2.  3
WIV l, 3, 79
TI江ヽ 2.2.221
T?狂P2.2.190
TMP 1 2239
HA?に1.2.132
NW
OS.,NS.
PA.,1.2.
OEDDOC
+,VAR.
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12 属格複合語 10個
Dog's■eather
Day's‐work
Death's‐face
h/1oney's―worth
Death's‐head
Neat's tongue
Boys'‐play
Dragon's tail
Swan's‐down
Wealsman
2複合名詞その2 65個
21 形容詞十名詞 14個
BIue coat
Frenchwoman
Salt rheum
Gentlefolk
Black man
Half‐cheek
French crown
A/1adwoman
BIue‐cap
Dry‐nurse,n.
East lndies
Half‐cap
High‐day,int.
Mid‐season
22代名詞十名詞 3個
Self―slaughter
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Self‐offence
Self―abuse
2-31 動詞十名詞 14個
Screech―o、vl
Crack‐hemp
Flap‐dragon,n.
Please‐Inan
Push‐pin
Crop‐ear
Skiin‐=nilk
Sneak‐cup
LeapⅢ■og
Clod‐pon
Clot‐pon
Clack‐dish
Be‐a■,n.
End‐all
232 -ing十名詞 2個
Tiring‐house
Murdering piece
24 名詞十動詞 3個
Bitter‐sweeting
Cheese・parlng
Buck‐washing
25副詞十名詞 9個
Overvlew,n,
After―supper
By‐room
Under‐skinker
After‐tirlle
Outbreak,n.
Overgrowth
Under―fiend
Under‐hangman
26 動詞十副詞 2個
Sneak‐up,n.
Go―between
27 副詞十動詞 3個
Upshoot,n
Stil卜stand
Upcast,n.
28 語群複合語 4個
Slug‐a bed
Wild goose chase
Dead man's finger
」ack‐a‐Lent
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2H6  1. 4. 21
SHR 5.1.46
LLL 5. 1. 45
LLL 5. 2.463
LLL 4. 3.169
lH4  2. 3. 72
lI14  2. 3  36
lH4  3. 3. 99
H5   5. 2.142
TN  3. 4.208
TR0 2.1,128
WIM 3. 2.135
MAC l.7.5
VIAC l.7.5
h/1ND 3.1.4
HAW14.5,95
ROA/12.4.83
2114  3. 2.332
WIV 3  3.164
LLL 4. 3.175
?IND 5.1,34
lH4  2. 4. 32
lI14  2. 4. 26
2H4  4. 2. 52
HAA/12.1.33
HA?狂1.4.27
COR 4.5.98
CYM 2.3.135
NS
lH4 3.3 99  VAR.
WIV 2. 2.273
LLL 4 1.138
2H4  2. 3. 64
CYA/12.1.2
RO?任4.5.2
ROA/12.4.75
HAV14.7.173
WIV 5.5,134  PA,3.3.27
?
?
?
?
?
?
?
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29 その他 11個
Grannam
Out―shinilag,vbl.n,¥2
Pouncet‐box
Kickshaw
To‐be
A/fichillg malicho
Nayword¥1
Picked‐hatch
A/1ountebank,v.
So―for血
We■‐sayillg,vbl.n.
3 複合形容詞 175個
31 名詞+形容詞 14個
ChurchHke,a.
Fire―new,a.
Sea‐salt,a.
Dog―weary,a.
Silver‐white,*a.and n.
VIist‐■ke,*a.and adv.
Orange‐tawny,・a and n,
Gravel‐bhnd,a.
Snai卜slow,a.
Self‐giorious,a.
War‐proof,sb.and*a
Cat‐■ke,*a.(adv.)
Self‐substantial,a
Bear■lke,*a,and adv.
32 形容詞十形容詞 0個
Forcible feeble
331 A十現在分詞 19個
WVell(‐)forewarning,ppl.a.
BIood‐sucking,vbl n and*ppl.a
11卜bodilag,a.
Well‐dealing,ppl.a.
High‐reaching,a.
Night―walkiIIg,ppl.a.
Well(―)beseenling,ppl.
Home‐keeping,a.
Heart‐burning,ppl.a.
Well‐seenling,ppl.a
Never‐ending,a.
Night―wanderilag,ppl,a
Never‐dying,a.
Well■abouring,ppl a.
wen_seeing,ppl,a.
Well‐weiglling,ppl.a.
Shipwrecking,ppl a.
Spirit―s irring,a
R3   2. 4. 30
R3  1,3.268
lH4  1. 3. 38
2H4  5. 1. 29
SON 81
HAW13.2.146
WIV 2. 2.131
WIV 2. 2. 19
COR 3.2.132
W 「P  l. 2.218
■8   3. 2.152
2H6  1. 1.247
R3  1.3.256
TIT  3. 2. 20
SHR 4.2.60
LLL 5, 2.905
ROM 3.3.73
A/1ND 3.1.129
?IV  2. 2. 38
A/1V  2. 5. 47
H5  5 Prol.20
H5   3. 1. 18
AYL 4.3.116
SON l
MAC 5。7.2
[2H43.2.179]
2H6  3. 2. 85
3H6  4  4. 22
lI16  4. 5.  6
ERR l.1  7
R3  4.2.31
R3  1. 1. 72
TIT  2. 3. 56
TGV l.1.2
LLL l l.280
RO?生1.1.185
LUC 935
LUC 307
lI14  3. 2.106
2H4  1. 1.127
SON 148
AWW4, 3.203
MAC l.2.26
0TH 3.3.352
NW.
Var.
See Out‐shining,ppl,a¥2
VAR`
OEDDOC
Wel卜saihng,ppl.a
3-32 A十過去分詞 75個
111‐got,a.
New―risen,ppl.a.
True‐born,a.
Shipwrecked,ppl.a.
Cock―shut
II卜used,pa.ppler and ppl.a.
New‐built,ppl,a.
Overblown,ppl,a.¥1
Well(‐)read,ppl.a.
Well(‐)derived,ppl a
Well(―)reputed,ppl,a.
High‐borne,a.
New‐devised,ppl,a.
Overparted,a.
Short■ived,a.
Wel卜accoコaplished,ppl.
wven_educated,ppl.a.
Well(‐)atted,ppl a.
Uproused,pa,pple,and ppl.a.
Upturned,ppl.a.
Well(‐)married,ppl a
New‐fallen,a.
Ne、v‐sprung,ppl a.
Up‐pricked,pa.pple.
Hell‐born,a.
FHgh‐pitched,a.
WVell‐painted,ppl.a.
Right‐drawn,a.
Homespun,a。,キn.
Well‐possessed,pa,pple.
We■(―)InOunted,ppl a
WVe■‐noted,ppl.a.
Overweathered,ppl.a.
Wel卜won,ppl.a.
BIood‐stained,a.
Down‐fallen,ppl.a
Downtrod,ppl.a.
Trade‐fallen,a.
True‐bred,a.
Fly‐bitten,ppl.a.
Outbreathed,ppl.a.¥2
0verscutched,ppl.a.
Stil卜born,a
Well‐bred,ppl.a.
Well(‐)cOnceited,a.
Nook‐shotten,a.
Twin‐born,a.
War‐worn,a.
Well‐foughten,ppl.a.
We■‐hallowed,ppl.a.
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PER 4.4.17
3H6  3. 2. 46
lI16  1. 4.102
lH6  2. 4. 27
ERR l,1.115
R3   5. 3. 70
R3  4.4.396  Var.
SHR 5。2.118
SHR 5.2.3
SHR l,2.170
TGV 5。4.146
TGV 2.7.43
LLL l. 1.173
LLL l. 2. 66
LLL 5, 2.588
LLL 2. 1. 54   PA.,4. 1. 15
LLL 2. 1. 56   +
LLL l. 2. 99
LLL 2. 1. 45   +
ROM 2.3.40
ROW1 2.2.29
ROW1 4.5。77
VEN 354
VEN l171
VEN 271
LUC 1519
LUC 41
LUC 1443
R2   1. 1. 46
A/1ND 3.1.79
MNDl.1.100  +
」N  5.6.42
JN  4.2.21
WIV  2. 6. 18   +
MV 1 3.51  VAR.
lI14  1. 3.107
lH4 1.3.135  VAR.
lH4 1.3.135  VAR
lH4  4. 2. 32    +
lH4  1. 2.206
2H4  2. 1.159
H4  1. 1.108
2H4 3.2.340  +,VAR.
2H4  1. 3. 64
2H4  1  1. 26
2H4  5. 1. 39    +
H5   3. 5. 14
H5   4. 1.251
H5   4 Prol.  26
H5   4. 6. 18    +
H5   1. 2.293
122
Well‐saved,ppl.a.
Self‐kllled,pa.pple.
Uplocked,ppl,a.
Well(‐)reined,ppl,a.
Chop‐fallen,a.
Down‐gyved,ppl.a.
We■‐took,ppl.a.
Wel卜behaved,ppl.a
Well(‐)cOmpOSed,ppl,a
Well‐ordered,ppl.a.
wen_entered,ppl a.
wven_allied,ppl.a.
Wel卜warranted,ppl.a
Well‐wished,ppl a.
Fhgh‐wrought,a.
wen(_)desired,ppl.a,
Wind‐shaked,ppl a.
Heart,struck,ppl.a.
Shard―born,a.
We■‐divided,ppl.a.
Full‐grown,a,
Well(‐)descended,ppl.a.
Over―dyed,ppl,a.
Weaher‐bit,pppl.a.
CIoud‐capt,a.
34 形容詞+名詞+ed 57個
Soft‐hearted,a
Bold‐faced,ppl.a
Raw‐boned,a.
Swift‐winged,a
Blue‐veined,a.
Hunchbacked,a.
Snail‐paced,a
Fair‐faced,a.
Logger‐headed,a.
Near■egged,a
Three■gged,a.
Nimble‐footed,a.
Honey‐tongued,a
Low‐spirited,a.
Three‐piled,a.¥1
Grey‐coatead,a.
Grey‐eyed,a.
Telaapest‐tossed, a.
Well(‐)f10Wered,ppl.a
BIack‐faced,a.
Pale‐faced,a.
Rose‐cheeked,a
Thick‐sighted,a.
Rug‐headed,a.
Ti=ne‐honoured,a.
Barefaced,a.
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AYL 2.7.160
SON 6
SON 52
SON 85
HAV15.1.212
HA?12.1.80
HAM 2.2.83
WIV 2. 1. 59
TR0 4.4.79
7TR02.2.180
AWW2. 1.  6
WI?【 3. 2.109
?l?F 5. 1.254
VIW1 2. 4. 27
0TH 2.1.2
0TH 2.1.206
0TH 2,1.13
LR  3.1.7
MAC 3.2.42
ANT l.5.53
PER 4 Cho。16
CYM 5.5。303
WT  l. 2.132
ヽヽ「T  5. 2. 60
TMP 4.1.152
OED2
OEDDOC,×OED2
2■6  3. 2 307
lI16  4. 6. 12
lI16  1. 2. 35
lH6  2. 5. 15
VEN 125      NS.
R3  4.4.81  Var.
R3  4. 4. 53
TIT 4.2.68  VAR
SHR 4.1.128
SHR 3.2.57
SHR l.1.64
TGV 5.3,7
LLL 5 2.334
LLL l. 1.250
LLL 5. 2.407
ROA/11,4.64
ROW1 2.3. 1
ROW質3.5.138
RO?1 2.4 64
VEN 773
VEN 569
VEN l
VEN 136
R2  2. 1.156
R2  1.1.1
MND1 2.100
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Black‐browed,ppl.a.
Hard‐handed,a.
Light‐heeled,a.
Long■egged,a.
Cold‐blooded,a.
Deep‐mouthed,a.
Green―eyed,a.
Two‐headed,a.
|ヽ「ry‐necked,a.
Young‐eyed,a.
Fat‐witted,a.
Fire‐yed,a.
Flame‐coloured,a.
Fou卜mouthed,a.
White‐bearded,a.
11卜tempered,a.
Narrow‐rnouthed,a.
Cross‐gartered,ppl a.
Swift‐footed,a.
Hot‐blooded,a.
Idle‐headed,a.
Well‐famed,ppl,a.
Red‐tailed,a.
Bald‐pated,a.
1llstarred,a.
Rose■ipped,a.
h/1ilk■ivered,a.
Tender―Ininded,a.
Cold‐hearted,a.
Large‐handed,a.
Fu■‐hearted,a
35 その他10個
Over―tedious,a.
Three■nch,a.
Heart‐sore, a.
WVorn‐out,ppl.a.
Far‐off,a.
Three‐foot,a.
Stockish,a.
Lack■ustre,*a and sb.
Under‐honest,a.
Over‐credulous,a.
4 複合副詞 64個
41 副詞十動詞 37個
Over‐ipen,v.
Over―vell,v.
Outgrow,v
Out‐talk,v.
Outswear,v.
Overperch,v.
Outpray,v.
h/1ND 3.2.387
MND5.1.72
MND3.2.415
WIND 2.2.21
」N 3.1.123
JN 5。2.173
?IV  3. 2.110
MV  l l. 50
MV  2. 5. 30
WIV  5. 1. 62
lH4  1. 2.  2
lI14  4. 1.114
lH4  1. 2. 11
lI14  3. 3.122
lI14  2. 4.509
JC  4.3.115
AYL 3.2211
TN  2. 5。167
SON 19
WIV  5. 5.   2
WIV 4. 4, 36
TR0 4.5.173
AW|ヽ「4. 5.  7
WI?1 5. 1.357
0TH 5,2.272
0TH 4.2.63
LR  5.2.50
LR  5.3.31
ANT 3.13.158
TI4ヽ 4.1,11
CYN1 5.3.7
lH6  3. 3. 43
SHR 4.1.27
TGV l.1.30
LUC 1350
MND4.1194
?IND 2.1.52
WIV  5. 1. 81
AYL 2.7.21
TR0 2 3.133
MAC 4.3.120
2H6  1. 2.  1
lH6  2. 2.  2
R3   3. 1.104
SHR l.2.248
LLL l. 2. 67
ROA/12.2.66
R2   5, 3.109
NS.
PA.,4. 3.116
NS.
十,vAR
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0utsleep,v.
Outlook,v.
Outscold,v.
Overstain,v.
Outdwell,v.
Outstare,v.
Underprize,v.
Outdare,v.
Outweigh,v.
Over‐cool,v.
Upswarm,v.trans.
Overhang,v.
Outburn,v.
Outstay,v
Over■eaven,v.
Overteen■,v.
Outswell,v.
Overhold,v.
Overpay,v.
New‐create,v.
Outiown,v.
Outroar,v.
Overbeat,v
Out‐prize,v.
Outsell,v.
Outs、ハreeten,v.
Overrate,v.
Underpeep,v
New‐form,v.
Overstink,v.
4-3 その他 24個
Over‐eye,v.
Overglance,v.
Double■ock,v.
Overpower,v.
Overcanopy,v.
Overname,v.
Undervalue,v.
Overpost,v.
Outvoice,v.
Overgreen,v.
Oversnow,v.
Out‐Herod,v
Over‐office,v.
Oversi3e,v.¥2
0ut‐villain,v.
Off‐cap,v.
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42 名詞十動詞 3個
Counter‐seal,v.
Land‐amn,v.
Weather―fend,v.
WIND 5.1.372
JN 5,2.115
JN  5.2.160
JN 3.1.236
MV 2.6.3
WIV 2. 1. 27
WIV  3. 2.129
lH4  5  1. 40
2H4  1, 3  45
2H4  4. 3. 98
2114  4. 2. 30
H5   3. 1. 13
PP  7
AYL l,3 90
HAV11.4.29
HA?笙2.2.531
TR0 4.5。9
TR0 2.3.142
AWW3. 7. 16
0TH 4.1.287
LR  5。3.6
ANT 3.13.127
COR 4.5.135
CYM l.4.88
CYA/12.4.102
CYM 4.2.224
CYM l.4.41
CYM 2.2 20
TMP l.2.83
TMP 4.1.184
COR 5.3.205
W 「F  2. 1.143
TVIP 5.1.10
LLL 4. 3. 80
LLL 4. 2.135
VEN 448
R2   5. 1. 31
A/1ND 2.1.251
VIV  l. 2. 39
MV  2. 7. 53
2114  1. 2.171
H5  5 Prol.10
SON l12
SON 2
HAA/13.2.16
HA?15.1.87
HAM 2.2.484
AWW4. 3.305
0TH l.1.10
OED2
VAR.
OEDDOC
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Out‐tongue,v.
Over―ed,v.
Uproar,v
Over―picture,v.
Undercrest,v.
Out‐cra■y,v.
Outlustre,v.
Outpeer,v.
5 複合副詞 8個
Whereuntil,adv.
A high■one,adv phr.
High■one,adv.
Downstairs
Upstairs,*adv,sb.,and a
A‐height,phr.
Squire■lke,at and*adv.
A‐hold,adv.phr
6 重複 9個
Snip‐snap,・adv。(and int.)
Tu‐whit,Tu‐who,int.(n.)
Skillable‐skamble,*a,n.,and adv.
Pibble―pabble
Hob‐nob,phrase and adv.
Kickie‐wickie
Fee‐faw―fum
Tirra■irra
Bow‐wow,・int and n.
7 混成 3個
Bold―beating,a,
Bubukle
Hardock
8 その他 13個
An't
Skains inate
Portcullis,v.
'Sblood,phr.
Bona‐roba
Bawcock
'Shd,int.
HiC iaCet
'Twas
'「Fwere
rn't
ls't
Soothsay,v
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OTH l.2.19
MAC 5,3.14  +
MAC 4.3,99
ANT 2. 2.205
COR l.9.71
CYW1 3.4.15  +
CYW1 1.4.78
CYM 3.6.86
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LLL 5. 2.493
ROA/11.3.27
ROW1 1.3.37
lI14  2. 4.112
lI14  2. 4 112
LR  4. 6. 58
LR  2. 4.217
TMP l.1.52
LLL 5。 1. 63
LLL 5. 2.928
lI14  3. 1.154
H5   4. 1. 72
TN   3. 4.262
AWW2. 3.297
LR  3.4.188
WT 43.9
TMP l.2.382
WIV 2. 2. 28
H5   3. 6.108
LR  4. 4  4
VAR
+,VAR.
NS
キ,VAR.
十,vAR.
十,vAR
LLL 5。2.460  +,VAR.,PA,Pappe w.H
ROM 2.4.162  +
R2  1. 3.167
lH4  1. 2. 82
2114  3. 2. 26
H5   3. 2. 25
WIV 3. 4. 24
AWW3  6. 66
0TH 3.3.158
MAC l.7.1
TMP l.2.304
TWIP l.2.245
ANT l.2.52
・複合造語の最初の構成要素である副詞の取扱いは困難な問題を含んでいる (副詞ととるか接頭辞ととるか
――後者の場合は複合語ではなくなる)。 これは語学者によっても辞書によっても一定していない。例えば,
上野氏(p30)の複合語―一副詞+名詞の項目にunderpassがあるが,このunder‐はひ酌 2によると接頭辞
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である。またJespersen(p160)の複合語一― particle(冨」詞)+substantive(名詞)の項目にunder agent
があるが,このunder‐もOED2によると接頭辞である。なお ぼぬψ″3にはunderの項目に接頭辞がそもそも
ない。こういうこともあって,複合語の先頭にくる副詞については,やや大まかな扱い方をせざるをえない。
・例えば,Court‐handで品詞の明示がないのは,名詞ということである。時には,n,と表記されていて,名
詞の品詞の表記に一定したところがないが,それはOED2の表記をそのまま踏襲している。
・ 1つの語に2つ以上の品詞が表記されている場合は,取り上げた語の該当する品詞に*を付している。
・θユハ6とは,OSにおいても丙Gにおいても造語として収録されているもの。OSの造語のいくらかは,
ハ6においては消えていくものもある にEハ6については注 4を参照)。
・ハ6(または6D92)は,それぞれの版で初めてシェイクスピアの造語として収録されたもの。
。NWとはNonce‐wordの略。
・幕,場面,行数はOED2による。
・OEDDOCとは, Schaferがantedatingまたはparallel citationとして, OEDり克びOS以タトから彼のリ
ストに独自に付け力日えたもの。これらはどれもOED2に含まれていない。
・ 十は廃語。
・Var.は他に異文があること。
・[ ]でくくってあるのは,シェイクスピアの語として初出で造語に相当するが,OED2の表記通 りに記し
たもの。ただし造語の数には含めていない。
。例えば,n.¥2はn.2のことである。
1 小西友七,安井稔,國廣哲爾 (編集主幹),『4ヽ学館英和中辞典』(東京 :小学館,1980年)による。
2 本稿を通じて,シェイクスピアの造語,複合造語のスペリングは全て0め2の見出し語による。Act,scene及びline
もOED2による。引用のテキストはThe Globe editionによる。
3 上野景福,『語形成』(東京 :研究社,1955年),14頁。
Otto Jespersenはその著4ν励 物 D昭腕力G物財膨″οη Frisヵ力切′′蒻″θわ′ρs '彰オ ン■ 4どοゆ力ο;0割(Londoni
George Allen&Unwin Ltd,1954)で,Compoundsを次のように定義している。“A Compound may perhaps be
provisionally defined as a combination of t都ァo oT InOre都′Ords s  as to function as one都′ord,as a u it"(p 134)
4 シェイクスピアの造語論の古典的な著作は,Wihelm Franz,D″影解σル S/Jα乃～ια熔 カ ル/Sク″″肋 路 (Hallα
Niemeyer,1939)(斉藤静,山甲秀夫,太田朗共訳『シェイクスピアの英語一詩と散文』(東京 :篠崎書林,1958年))
であり,Franzはそのなかで「造語論」―「複合詞Jの考察をしている。しかし,シェイクスピアの複合造語の用例と
して提示しているほとんどすべては,シエイクスピアの造語ではない。基本的に必要なことは,まず最初は,シェイ
クスピアが作ったと文献上認定できるものから成り立つSchaferのリストに正しく依拠すべきであろう。
Jurgen schafer,つο協物¢η勉力0″ 力 励¢OED.―S腸力θψ効″ ,″ブか眺力ι tt T2sチCFs会(OxfOrdi clarendon
Press,1980)によると,シェイクスピアの造語数は2049個である。SChaferはシェイクスピアの造語のリストを発表す
る際,0働1,同Supplement(1933)及びdOED.におけるシェイクスピアの造語ばかりでなく,そこからもれている
造語(antedating及びparallel citation)も付け加えている。これがシェイクスピアの造語の完全なリストであつたが,
筆者はOEDl及びODl Supplement(1933)(以後OSとする),新Supplement(197286)(以後かむとする)及びαの
2
を読み,即ち,0働とこ絞りながらも,OEDに関する新旧全ての版を読み,SChaferと同じ定義のもとに含めるものと
除外すべきものを明確にして,SChaferのリストの補正を行い,シェイクスピアの造語の可能な限り完全なリストを,
ODプの検索作業が終わつた今回はじめて,作成することができた。この結果シェイクスピアの造語数は2132個となっ
た。
schaferはシェイクスピアの造語のリストを作るさい,資料とした詳書の見出し語をすべて対象としたわけではない。
schaferは,`main lemma statuぎの語及び`fine print main lemmas'を含め,新語義の初出,`Sub‐entries',Ъmall‐type
lemmaぎ,`articleぎ,rirst citations in brackets'及び`initial references'を除外した(pp 9 10)。
このSChaferがたてた原則からすれば,彼のリストに含めるべきであつたが見落としたもの6個(Black man;Eft,a;
HurricanO;Inherce,vi Spht,vi Stanza)。
schaferがたてた原則からすれば,彼のリストから,F除すべき語1個(SuperViSion)。
Эめ 1でsma11-typelemmasであったため,SChaferのリストから,「除されていたが,0め2で他の見出し語と同じ見
出し語となったため,筆者のリストに含めたもの59個(Unaidable,a;Uncuckolded,ppl a等)。
?
?
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schaferが調査の対象とできなかったFVSで新たに新語となったもの12個(Adttm;After・tim⊆Athenian,a,;Bluc‐
veined,a;Good thing;Nessus;Pibble‐pabble;'Rei Riattoi S';Tender‐rninded,a;White‐b ard d,a)。
OED2で新たに新語となったもの7個(OVerStain,v;Tranectt Required,ppl.ai Well(‐)desired, pl.a;Obstruct,
n,Pannell,v.;Bow‐wow,n.)。
これらを総計すると2132個となる。
5 シェイクスピアにとって造語とは,それによって最も言いたいことを,これまでになかった新しい語を用いて,
最も効果的に表現することを意味し,造語数が多いとは,シェイクスピアの最も充実した時期を示している,と言え
る。例えば,Duncanを殺害したMacbethの台詞,
No,this my hand ttrin rather
The muititudinous seas incarnadine,
NIaking the green one red.(2262)
のmultitudinousがシェイクスピアの造語であるが,この1語が与える効果については,ここで指摘するまでもなかろう。
6 第 4期は, 1行にしめる造語の比率も低 く,したがつて,造語数に対する複合造語の比率が高くなっている点で
は,第1期と第2期に類似しているが,主要な五つのパターンによる複合造語の比率においては,それらの時期と第
3期の中ほどということになる。この第4期は,第3期の特色を残しながらも,第1期と第2期に近づいている。シ
ェイクスピアはこの時期においては,突き詰めて考えたリアリティからの緊張感からとき放たれて,穏やかなロマン
ス劇の世界観を持ち,それにふさわしい言語観を持つにいたった。それは習作期の言語のような自然体を示しながら
も,あくまで第3期を通過したことに意義がある文体である。この時期の本格的な考察は別な論考を必要とするだろ
つ。
そのため本稿においては,いくつかの例示にとどめたい。第4期の特色ある複合造語は,Up‐Cast,n CYM2.1.2(2
-7),Land‐damn,v.WT 2.1.143(42),Weaher_fend,v TMP5.110(4-2)である。特にWeather‐fend(all
prisoners,sir,/1n the line‐grove wh ch weather‐fends your cell)は特色ある語である。Tttο R滋/sゲ冴♂S賊9ψ効″に
よれば,これは`SerVe as windbreak foゴの意となる。名詞と動詞を連結して動詞を作る造語法の意外性と同時に,こ
の2語の連結そのものの意外性がある。この造語によって,造語を含む文が印象に残るものとなっている。
7 引用の後には,創作時期・作品名・引用行数・分類番号の順に表記している。その際,第1期,第2期以外のも
の,また五つの主要パターン以外のものには,その数字にアンダーラインを付した。
8 Eric Partridge,4Dケθ″ο″αη げ SJ″,『クηブυ″ω%クι″力οttα′βη『
′ゲs力(1937;rpt London:Routledge&Kegan
Paul,1967)による。
9 Dの2におけるHardockの語源欄を参照。
かばん語とほぼ断定できるシェイクスピアの複合造語は,BubuCkle(H53.6.108)一bllbOttCaFbuncle―であろう。
(1995年4月30日受理)
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